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○中西主査 これより質疑に入ります。 

 質疑の申出がありますので、順次これを許します。山井和則君。 

○山井分科員 これから三十分間、質問をさせていただきます。十三問ありますので、ちょっと私自身早口にな

ると思いますが、お許しをください。 

 今日は、加藤鮎子大臣、前半よろしくお願いします。それで、子供や障害者関係の質問が終わられたら、お忙し

いと思いますので退席していただいて結構でございます。後半は、国土交通省と文化庁に質問をさせていただき

たいと思います。 

 加藤大臣も、私も大変お世話になっておりますけれども、お父様の加藤紘一先生にも私も大変お世話になりま

して、本も読ませていただきましたし、本当に尊敬する議員の一人でありました。六本木のカラオケで一緒に歌

わせていただいたこともございまして、本当にお父様にもお世話になっておりました。この後質問させていただ

きます子育て支援とか児童虐待防止のこと、是非とも加藤大臣にこれからも力強く推進をしていただければと思

います。 

 といいますのは、私も、統一教会あるいはエホバの証人の二世の方々と、大体、統一教会の被害者の方は三十人

以上お目にかかりましたし、エホバの被害者と言われる方々にも十数人お目にかかって、一時間以上、全員、この

二年間、話を聞かせていただきました。 

 そういう中で、もちろん私は信教の自由は大事だと思いますが、余りにも悲惨なケース、性暴力の被害、医療ネ

グレクト、あるいは家出、不登校を始めとして、ちょっともう筆舌に尽くし難い、涙、涙の話をお聞きしました

し、自殺未遂をされた方もたくさんおられましたし、また、今もなおメンタルを病んで苦しみ続けておられる方々

もたくさんおられます。そういう方々の思いを込めて、質問をさせていただきたいと思います。 

 先日も、平田うららさんの監督、主演で「ゆるし」という宗教的虐待についての映画がございまして、私も拝見

をさせていただきました。本当に深刻な問題となっております。 

 そしてこの間、厚生労働省、こども家庭庁の担当の方には、本当にこの二年ぐらい御尽力いただきまして、今回

も調査をしていただいたわけですね。本当にこれは画期的な調査でありまして、宗教的虐待について調査をして

くださいました。また、この間、エホバの証人に対しましては、厚生労働省またこども家庭庁の担当の方も会って

いただいて、宗教的虐待、児童虐待をしないようにというお話もしてくださいました。本当に感謝をしておりま

す。 

 ただ、今回のこの報告書を見ると、残念ながら、輸血拒否、医療ネグレクトで亡くなった方がおられる。そして

また、もう一つ、お子さんであっても、信仰を離れると言ったら、排斥といってネグレクト、家庭内で無視され

る、放置されるという児童虐待のようなことが行われているという問題がございます。 

 ここにもありますように、本当に心が痛みますのは、配付資料にありますように、エホバのケースだと思われ

ますが、「宗教関係者に手当てをしてもらい病院を受診せず、子どもが外来でそのまま亡くなった」、「骨髄移植を

拒否し、みとりとなった」、そのまま亡くなったという十三歳のお子さんのケースもございます。 

 加藤大臣、やはり、当たり前の話ですけれども、必要な医療を受けられずに亡くなってしまう、そんなことが許

されていいはずがありません。私も、二世の方々も含めて、輸血をしてほしい、手術を受けたい、生きたいという

要望を直接お話をお聞きしたこともございます。当たり前ですよね。当たり前ですよ。 

 それと、今日の配付資料にありますように、これは今始まった話ではなく、エホバの証人では、一九八五年六月

六日、大ちゃんという十歳、小学校五年生がダンプにひかれて、輸血をできずに亡くなりました。四十年前です。

心痛みますのは、この記事にもありますように、大ちゃんはダンプにひかれて大量出血しながらも、生きたい、生

きたいと大ちゃん本人が言ったんですね。でも、輸血してもらえずに亡くなってしまって。私は本当に深刻だと

思っておりますのは、これは一九八五年六月六日のことですから、それから四十年たっているんです。四十年た

ってもまだ、十三歳のお子さんが骨髄移植を受けられずに亡くなっている。 

 政府、国会議員、繰り返し申し上げますけれども、宗教の問題は、これは本当に、私もこういう国会の場で特定



の宗教のことを取り上げることはいかがなものかと思わないわけではありません。しかし、しかし、ここでこど

も家庭庁さんや加藤大臣に何とか取り組んでいただいて、少なくとも、少なくとも輸血あるいは手術を受けられ

なくてみすみす亡くなるお子さんを放置することは、今回の調査をきっかけに、なくす責任が政府にも国会にも

あると私は思っているんです。 

 そこで、質問通告に従って質問しますが、今回の調査で、そのような医療ネグレクトで亡くなったエホバの証

人のお子さんの事例なども報告されております。ついては、これらの輸血拒否や医療ネグレクト、また、エホバで

問題になっております、未成年のお子さんであっても、その宗教から離れると言ったら、排斥といって口を利か

ない、面倒も見ないという、こうしたら生きていけないですよね、お子さんの場合は。そういうふうな排斥と言わ

れる行為、こういうのは、改めて質問しますが、児童虐待に当たるのではないですか。 

 ついては、こども家庭庁が再度、エホバの証人の担当者の方に面会し、輸血拒否などの、輸血禁止などの医療ネ

グレクトを保護者や子供に強いる児童虐待がないように、また子供に排斥をするネグレクトという児童虐待がな

いように、再度面会し、要請、指導をしていただけませんか。 

○加藤国務大臣 お答え申し上げます。 

 御質問の、令和五年度にこども家庭庁の補助を受けて民間事業者によって行われた、保護者による宗教の信仰

等に起因する児童虐待に関する調査研究、これにおきましては、どの宗教団体かは調査されておりませんが、保

護者の宗教の信仰等に起因する虐待の事例で対応が難しかったことという質問に対し、十三歳の子供の輸血を理

由に骨髄移植を拒否、本人も洗礼予定、みとりとなったという回答があったものと承知をしております。 

 また、令和四年十二月に発出した、宗教の信仰等に関する児童虐待等への対応に関するＱアンドＡにお示しを

しておりますように、医師が必要と判断する医療行為を受けさせないことはネグレクトに該当するとともに、児

童を無視するなど拒否的な態度を継続的に示したりすることは心理的虐待に該当し、宗教の信仰を背景とするも

のを含め、その理由のいかんを問わず、許されるものではありません。 

 また、昨年来、こども家庭庁におきまして、エホバの証人法人関係者と面会をし、要請や対話を行ってきたとこ

ろであり、同法人側からは、児童虐待を容認していないこと、輸血を含め、そのような治療を受けるかは各自が決

めることであること、未成年の子供が脱退させられた場合でも、親は引き続き養育する責任があること等が表明

されるとともに、信者に周知されたものと承知をしております。 

 さらに、今回の調査研究結果の報道に際しても、同法人に対する御指摘の排斥に関する取材に対し、活動して

いない人を避けたりしないという方針や、あらゆる形態の児童虐待を憎悪する旨の表明がなされているものと承

知をしており、こども家庭庁としては、個々の事案に対し、児童相談所等の現場においてちゅうちょなく適切に

対応がなされるよう、引き続き、ＱアンドＡの周知等の必要な対応を進めてまいります。 

○山井分科員 今日の配付資料の十ページの右にもありますが、「虐待対応指針 周知せず エホバの証人 「政

府・行政の役割」」と言っているそうであります。こういう報道もありますが、是非とも、また面会して、指導、

周知徹底のお願いをエホバの証人にお願いしてほしいと思います。 

 また、それに関連しまして、質問二に移りますが、エホバの証人のように、子供のけがや病気に対して輸血拒否

や手術拒否の際には、一時保護による医療同意や親権停止を児童相談所に申し立てるように、厚生労働省と連携

し、医療機関に改めて通知すべきではないか。 

 また、交通事故による大けがを始め、児童相談所に一時保護を依頼するいとまがなく、医療行為をすぐにしな

いと命が救えないおそれがあるが、その医療行為により医師が刑事や民事の責任を問われるようでは医師はとて

も命を救えないが、このような問題について、こども家庭庁は、法務省や厚労省と協議し、法的整理をすべきでは

ないでしょうか。 

○加藤国務大臣 お答え申し上げます。 

 先ほど申し上げたとおり、輸血を含め、医師が必要と判断する医療行為を受けさせないことはネグレクトに該

当するものであり、子供の生命身体の安全確保のための対応が求められると考えております。 

 このため、医師が必要と判断する医療行為の実施に保護者が同意せず、児童の生命身体の安全確保のための緊

急の必要があると認められる場合等には、一刻を争う状況であることを踏まえ、児童相談所長は可及的速やかに



一時保護及び医療行為への同意等を行うものである旨を改めて昨年三月にも通知をするとともに、全国の医療機

関等に対して周知、これを行ったところでございます。 

 こども家庭庁としましては、引き続き本通知の周知について機会を捉まえて行ってまいりますが、特に、御指

摘のような一刻を争う状況で救急搬送を受け得る医療機関に対していかに周知徹底を図っていくことができるか

については、厚生労働省とも連携の上、改めて対応を検討してまいります。 

 また、医療ネグレクトの事案において、児童相談所に一時保護及び医療同意を依頼する時間すらない緊急の場

合に医療機関の判断で医療行為を行うことについては、親権との関係に関わる課題など、どういった課題がある

かについて、関係省庁とも連携し、検討と整理を行ってまいります。 

○山井分科員 繰り返し申し上げますが、私は、憲法上、信教の自由は当然保障されていると思いますし、私も、

高校は仏教の高校でしたし、宗教は私のよりどころにしております。ただ、子供の命が失われるような宗教があ

っては絶対にならないと思います。 

 そして、次は質問ではなく要望にとどめますが、このような児童虐待を保護者などに教唆する組織や団体に対

して児童虐待の防止を指導する法的根拠がもし不十分であるならば、それを可能にし、児童虐待を防止するため

の法整備が必要ではないかと提案をさせていただきます。 

 次に、加藤大臣のもう一つ担当でもあります障害者の差別解消、この四月から合理的配慮の提供が義務化をさ

れました。 

 私も、スウェーデンに二年間、福祉の研究、勉強のため留学をしておりましたし、スウェーデンでは、本当に障

害者の学びあるいは就労において非常に先進的でありました。 

 そういう中で、私も、毎週末、地元の多くの障害者の方々や、またその御家族の方のお話をお聞きしております

けれども、是非とも、障害児や障害者が暮らしやすい社会づくりのためにより一層力を入れて取り組むべきと考

えますけれども、担当大臣としての加藤大臣の決意をお伺いしたいと思います。 

○加藤国務大臣 お答え申し上げます。 

 障害児や障害者の方々を含め、全ての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく相互に人格と個性を

尊重し合いながら共生する社会、これを実現することは大変重要であると考えております。 

 委員御指摘のとおり、本年四月に、事業者による合理的配慮の提供義務化等を内容とする改正障害者差別解消

法が施行されました。 

 施行に向けて、これまで政府としては、政府広報などを通じた改正法の周知、内閣府や各事業分野を所管する

関係省庁による事業者団体や事業者への説明会の開催等の取組を進めてまいりました。 

 今後とも、関係省庁が連携して、説明会の実施や広報活動など、共生社会の実現に向けた取組をしっかりと進

めてまいります。 

○山井分科員 私も、二十四年前に初当選しましたが、最初の国会質問は、衆議院本会議場で、障害者雇用促進法

について、ジョブコーチのそういう要望もさせていただきました。 

 そして、もう一つ、発達障害児の支援について質問をさせていただきたいと思います。 

 この記事、配付資料にもございますように、二〇二二年の十二月の調査でありますが、文科省によると、発達障

害、一学級三人か、公立小中学校、文科省、指導体制整備へということで、この記事を詳しく読ませていただきま

すと、必ずしも増えたのではないかもしれないけれども、いろいろ取組を強化する、取組をしっかりやる中で、教

職員の方も発達障害について気づかれるケースが増えたのではないか、そういうふうなこともありますが、逆に

言えば、気づかれないケース、適切な支援が受けられないケース、適切な授業、教育が受けられないケース、もっ

と言えば、就職しようということになってから発達障害があるのではないかと気づいたり、あるいは大学に入っ

てから発達障害だということを自ら気づかれて適切な支援を受けられるケースとか、様々な支援がございます。 

 このような発達障害児、発達障害者を含む障害者の支援について更に力を入れるべきではないかと思いますが、

特に、発達障害児の保護者の方々とも、私も様々、支援学校を訪問したりする中で、御要望、不安な声を聞いたり

もしております。 

 その意味で、発達障害児やその御家族の不安や期待について加藤大臣の受け止めと、発達障害児やその御家族



が暮らしやすい社会づくりのため、大臣の決意をお伺いしたいと思います。 

○加藤国務大臣 お答え申し上げます。 

 発達支援を受けている子供の数は、発達障害の認知の社会的広がりなども背景に増加してきていると承知をし

ております。こうした中で、発達障害のある子供とその御家族の不安をしっかりと受け止め、その育ちと暮らし

を支えていく、地域の体制づくりを一層進めていくことが必要と考えております。 

 発達障害のある子供とその御家族の支援に当たっては、地域において関係者が連携し、気になる段階から早期

に切れ目なく支援することが重要であると考えており、保健、医療と連携した発達相談の充実、児童発達支援セ

ンターを中核とした関係機関の連携による地域における支援体制の強化、相談援助や、障害特性に応じた子育て

の支援等、家族支援の充実などに取り組んでまいります。 

○山井分科員 是非とも、保護者の方々、当事者の方々の願い、不安、そのものに応えた政策を推進していただき

たいと思います。 

 それでは、加藤大臣、御退席ください。 

○中西主査 加藤大臣は御退席いただいて結構です。 

○山井分科員 次に、国土交通省に質問をさせていただきます。 

 私も、議員になって八期二十四年間、ライフワークの一つが、京都南部の活性化のための新名神高速道路の全

線開通であります。 

 二〇〇五年に小泉当時の総理大臣が工事の凍結を指示されて、その後、民主党政権になったのが二〇〇九年、

それから三年三か月の間、私も京都南部選出の議員として凍結解除のために全力で頑張って、二〇一二年の四月

にやっと凍結が、前田国交大臣の下でされた。 

 あれから十二年たちました。ところが、まだ全線開通のめどが立っていないということで、地元からは、本当に

これは大丈夫なのか、新名神の全線開通を見越して様々なアクセス道路整備あるいは様々な商業施設の誘致計画

などはあるけれども、これはもう、京都南部の都市計画が成り立たないという悲鳴が上がっております。 

 ついては、是非とも、城陽―大津間、早期に開通してほしいと思いますし、もちろん、次に質問する高槻―八幡

間も含めて、全線開通を急いでいただきたいです。是非とも、いつ開通するのかということの時期を明言してい

ただきたい。地元では不安の声が高まっております。もちろん、そう簡単に明言できないのは分かっております

けれども、強い強い地元からの要望として質問をさせていただきます。いかがでしょうか。 

○岸川政府参考人 お答えいたします。 

 新名神高速道路は、名古屋市と神戸市を結ぶ日本を代表する大動脈であり、延長百七十キロの高速道路です。 

 これまでに約八割に当たる約百四十キロが開通しておりますが、現在、委員御指摘のとおり、大津から城陽の

区間と八幡京田辺から高槻の区間が未開通区間となっております。 

 このうち大津から城陽の区間につきましては、信楽川橋の橋脚基礎杭において硬い岩盤が確認されたこと、宇

治田原インターや城陽スマートインターにおける地盤改良の範囲が増大したこと、また、宇治田原インターにお

いて産業廃棄物の処分が必要となったことなどから、今年一月に、令和六年度としておりました暫定四車線での

開通目標を見直し、精査することといたしました。 

 この区間につきましては、現在、信楽川橋の橋脚や上部工の施工、宇治田原インターチェンジの地盤改良工事

や土工工事などをＮＥＸＣＯ西日本が鋭意実施しております。 

 一日も早い開通に向けて整備を進めてまいりたいと思います。 

○山井分科員 是非急いでいただきたいのと、開通の時期を早急に明示していただきたいと思います。 

 引き続きまして、高槻―八幡間の新名神はいつ開通するのか、お答えください。 

○岸川政府参考人 お答えいたします。 

 委員御指摘の新名神高速道路の八幡京田辺から高槻の区間につきましては、現在、枚方トンネルの発進立て坑

の施工やシールドマシンの製作、淀川の渡河橋の上部工工事などをＮＥＸＣＯ西日本が実施しており、用地の明

渡しやトンネル工事が順調に進捗した場合、令和九年度の開通を予定しております。 

 本区間と、先ほど答弁いたしました大津から城陽の二区間が開通することで、新名神高速道路が全線開通し、



名神高速道路とのダブルネットワーク構築による周辺の高速道路などの渋滞解消、物流の効率化、災害時の代替

ルート形成等が期待されるものでありまして、引き続き、新名神高速道路の一日も早い全線開通に向け、着実な

整備を進めてまいりたいと考えております。 

○山井分科員 今ありましたように、令和九年度には遅くとも全線開通するように是非とも頑張っていただきた

いと思います。 

 また、それに関連して、今日の配付資料にもありますが、私の地元、南北に、城陽井手木津川バイパスというも

のを今進めていただいております。 

 これについては、私、一昨日も行きましたけれども、例えば井手町ではテオテラスいでという施設を役場の隣

に造りまして、バイパスの整備が進捗したら道の駅にしようということで取組がなされておりますけれども、な

かなか進まないわけです。また、木津川市も、人口が増えて、どんどんこれから発展しつつあります。 

 そういう意味では、二つの質問を一緒にさせていただきますが、是非とも、城陽井手木津川バイパス、もちろ

ん、まだ用地買収が済んでいないところはたくさんあるわけですけれども、一日も早い全線開通になるように整

備を進めていただきたいということで、特に、北の城陽―井手間に関しましては、このテオテラスいでというも

のが、バイパスの開通による道の駅の開店を心待ちにしておりますので、急いでほしい。 

 そして、もう一つ、確認ですけれども、今、新名神の工事が遅れているので城陽井手木津川バイパスの整備もそ

れに連動して遅れるのではないかという不安の声につながっておりますが、そのこととは無関係にバイパス整備

を急いでいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○岸川政府参考人 お答えいたします。 

 国道二十四号城陽井手木津川バイパスは、京都市南部木津川右岸地域の国道二十四号における渋滞緩和や災害

時の道路ネットワーク強化を目的といたしまして、新名神高速道路へのアクセス道路としての機能が期待される

バイパス事業でございます。 

 平成三十一年度に事業化いたしまして、新名神高速道路寄りの城陽市から井手町間におきましては、令和二年

度より用地取得、令和四年度より工事を推進し、また、その先の井手町から木津川市間におきましては、用地取得

に必要な調査設計を推進するなど、準備事業を進めているところでございます。 

 開通予定時期でございますが、用地取得が必要な箇所がまだ多く残っていることからお示しできない状況では

ございますが、沿線自治体の方からは御要望を熱心にいただいております。整備の進め方について検討をさせて

いただいているところでございます。 

 また、新名神の方の開通の遅延がいろいろバイパスの進捗に影響があるのではないかということでございます

けれども、新名神高速道路の開通遅延による本バイパス事業進捗への影響については、現時点でないものと考え

ております。 

 引き続き、沿線自治体からの御要望を踏まえながら、このバイパスの早期開通に向けて事業を推進してまいり

ます。 

○山井分科員 是非急いでください。 

 それと、もう一つ、大きな課題があります。これも私のライフワークの一つですけれども、新名神がつながって

も、私が住んでいる宇治市とはつながらないんですね。このことに関しては、地元の宇治市長の松村市長、また国

交省出身の西脇京都府知事とも何度も何度も話合いもしております。 

 ついては、やはりこれは、宇治と新名神のアクセス道路の整備というのは、十年かかろうが二十年かかろうが、

非常に重要であり、必要だと思っております。地元の商工会や観光協会からも強い要望もお聞きしておりますの

で、それについては、もちろん、当該自治体であります宇治市や京都府との協議が調えばですけれども、是非とも

国交省としても支援をしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○岸川政府参考人 委員御指摘のアクセス道路につきましては、新名神高速道路から宇治市へのアクセスを強化

し、市内の人流、物流の活性化に資する道路として、令和三年三月に京都府が策定した新広域道路交通計画にお

いて、一般広域道路の調査中路線として位置づけられていることを我々も承知しております。 

 また、この道路は、令和四年五月に宇治市が策定した都市計画マスタープランにおいても、周辺市町との一体



性や相互効果など、南部地域の将来、町づくりを強化する観点から位置づけられている、こういったことも承知

をしているところでございます。 

 地域の拠点と高速道路をつなぐアクセスの強化は、周辺地域が一体となって相互連携が図られ、物流効率化や

観光振興による地域の経済活動の活性化などが期待されることから重要であると考えております。 

 国土交通省といたしましては、引き続き、地域や周辺道路のネットワークの状況などを踏まえ、京都府や宇治

市が行う検討に対して必要な支援を行ってまいりたいと考えております。 

○山井分科員 引き続きまして、リニア新幹線について質問をさせていただきます。 

 京都は京都に新駅を、奈良は奈良に新駅をと要望しているわけですけれども、京都南部にとっては非常に関心

の高いテーマであります。 

 ついては、昨年の年末以降、奈良市周辺で現地調査なども始まっているということでありますけれども、仲川

奈良市長が先日、平城山駅周辺のリニア新駅の可能性というか、について発言したため、関心も非常に高まって

おります。 

 本当に、京都としては京都の新駅を要望しているわけですけれども、このことについて、今後、いつ、どういう

ふうに新駅が決まっていくのか、お聞きしたいと思います。 

○平嶋政府参考人 リニア中央新幹線は、東京、名古屋、大阪の三大都市圏を一つの圏域とする日本中央回廊を

形成して日本経済を牽引するとともに、東海道新幹線とのダブルネットワークによるリダンダンシーの確保を図

る、国家的見地に立ったプロジェクトであります。 

 名古屋―大阪間につきましては、昨年十二月、ＪＲ東海におきまして、計画段階環境配慮書の作成に必要とな

る概略のルートの絞り込みと概略の駅位置選定のため、こうした目的のためのボーリング調査を三重県と奈良県

の駅候補地周辺において開始しております。これによりまして、環境影響評価に着手しているところでございま

す。 

 御指摘の駅位置の絞り込みの時期等につきましては、現在、建設主体でありますＪＲ東海におきまして、御地

元の御意向を踏まえながら技術的な検討を行っていると承知しているところでございます。 

 現時点でお答えすることが難しいと考えておりますが、いずれにしましても、国土交通省としまして、リニア

中央新幹線の早期整備に向けた環境を整えまして、一日も早い全線開業に向けてしっかり取り組んでまいりたい

と思います。 

○山井分科員 また、引き続き協議をさせていただきたいと思います。 

 そして、時間がありませんので、最後、文化庁に、二問すべきところを一問に質問を絞らせていただきます。 

 私の地元の悲願であります宇治茶の世界遺産登録についてなんですけれども、これについて現状はいかがかと

いうことと、それに関連して、時間がありませんので二問目もセットでしますが、今、抹茶ブームなんですけれど

も、抹茶スイーツが人気な一方で、飲む煎茶、玉露、抹茶の先行きは必ずしも明るくありません。二月から国会で

も、マイボトルに入れてお茶やコーヒーが飲めるように解禁されましたので、今日も私、地元の新茶の玉露を飲

みながら質問させていただいておりますけれども、是非とも、宇治茶の未来のために、世界遺産登録が必要であ

ります。 

 この連休、私も地元の玉露、抹茶、煎茶のお茶摘みもお手伝いさせていただきましたし、このことに関しては、

地元の市町村、また京都府も全力で取り組んでおります。そして、去年の四月には、文化庁も京都に移転をしてい

ただきました。 

 是非とも、地元の市町村、京都府も取り組みますが、文化庁の支援や助言をお願いしたいと思いますが、宇治茶

の世界遺産登録について御見解をお聞きしたいと思います。 

○小林政府参考人 文化遺産の世界遺産登録につきましては、ユネスコが定める基準を満たす必要があり、世界

遺産としてふさわしい顕著な普遍的価値の証明、構成資産の法的保護や保存管理計画の策定、地域コミュニティ

ーの協力体制の構築などに取り組むことが必要です。こうした取組を進めつつ、文化審議会での審議を経て、暫

定一覧表への掲載など必要な手続を進めていくこととなります。 

 御質問の構成資産の法的保護の現状につきましては、宇治茶の世界遺産登録に向けた取組を表明されている京



都府内の八市町村のうち、文化財保護法に基づく重要文化的景観に選定されているのは一市、宇治市、それから、

重要文化的景観の選定申出に向けた調査等を実施されているのは一町、和束町であると把握しているところでご

ざいます。 

 文化庁におきましては、文化的景観に係る調査や計画の策定などに対し指導助言をこれまでも行っているとこ

ろでございますが、今後とも、関係自治体からの御相談があれば、必要な助言等を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

○山井分科員 宇治茶は、日本の宝、世界の宝だと思っております。是非ともよろしくお願いします。 

 ありがとうございました。 

○中西主査 これにて山井和則君の質疑は終了いたしました。 


